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第1部 :人間行動科学の可能性Thepossibitily of a science of humao behavior (第u言~第3章)
第2部 :行動の分析Thea"nalysis of behavior (第 4~-第14章)
第3部 :全体としての個人Theindividual as a whole (第15章~第四章)
第4部:集団における人間行動Thebehavior of people in groups (第四章-21章)
第5部:コントローJレ機関Controllingagencies (第22章一第26章)















































第 11震ではまた、「自由で責任のとれる個人 (afree， responsible individual)Jという西駄的
な伝統的見解への発想の転換が求められている。この考え方は、本替の後に刊行された r自由と
























































































































































































































































































































































































































以上、第1部「人間行動科学の可能性Thepossibitily of a science of human behavior J (第1


























































































































長谷川芳典 (1992a).スキナー以後の行動分析学(1 )その基本的{引をづけ. /EJ.μl大学')どグ~6!J;品:;!}J!， 18， 49・67.
長谷川芳典 (1992b).スキナー以後の行動分析学(2)心理学の入門段階でさとじる行動分析学への誤解.lfilμ/)々 $
文学6/5A!lI.19. 45・58.




長谷川芳典 (2003).スキナー以後の行動分析学(12)行動分析と質的研究./MJ.μ1大学文学6!Jii!~， 39， 49・66.
Malott. R. W.. Malott， M. E.. & Trojan. E. A. (2∞0). Ele刑制'IaryT行問itles01 beh(lvior. FOllrlh edilω1. 
;.Iew Jersey : Prentice Hall. 
佐族方裁 (1976).1TIJJJl!sへのIl/;待.大修館.庖.
Skinner. B. F. (1953). Science and human behavior.New York. Macmillan. [スキナー(者)、例会伊六・長特
川芳典.mi l ll~ . ~版印継道・側凶，ij{_.マド川忠敏 ・ 杉務'5L.、チ ・ 版本光孝 . ~進月 U{l .大河内治人 ・関口由香
(訳)(2003).科学とA/l{Jfi!Jj;.て神託社.] 
Skinner. B. F. (1971). Beyond freedom and dilJflity. New York:AHrcd A. Knopf. 
Skinner. B. F. (1990). The non-punitive society.子:1J:fHIf学研究.5. 98-106. (スキナ園"が1ft懸義事長大学で
1979~手 9f! 25自に行った講演録。邦訳は、 r三回評鎗J1991 ~I' 8・9合併号 Pp.30・38.に所殺)
杉山尚子 ・島宗君!・佐藤方後・マロ γト・マロット(1998).filJJjN1f~苦λf'J. 産業関事1'.
Haliday， T. R. & Slater， P.J. B.(Eds.) (1983). AlIillal seha.vior. [ハリデー・スレーター(編).浅野俊夫・
長谷川Ji典・藤間和主主{訳).O}J!/jp ミzニターション-fjl1JのLぐみから学gのiJ伝子;tで 西村証fl苫.]
*10 例えば動物園で動物を眺めることの rtCit.J効果を説べたとする。シマウマを眺めた時の総し効来と、ライオ
ンを眺めた時の綴し効果はそれぞれ測定可能であろう。しかし、どんなに詳しくそれらを例別に分析したとこ
ろで、シマウマとライオンを同じ縫に入れた時の効来は予測できない。
、
-40一
